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《 業 種 別 総 括 》 

                              20 年 12月 

 

〔漁業〕 

・12月水揚げは、前年比いか漁、昆布等で増加したが、たこ漁、つぶ漁、たらすけそう漁、かに

漁等で減少したほか、底曳き網漁が大きく落込み、総漁獲量、漁獲高ともに前年を下回った。 

〔軽種馬生産業・農業〕 

・軽種馬生産業は、馬取引が停滞期に入り全体的に動きを弱めた。市場取引の不振に加え庭先で

は買手が少なく売残り馬が目立つ。 

・農業は、野菜類はハウス物の小松菜、ホウレンソウ等の葉物野菜のほか椎茸等を生産。冬季を

迎え生産は全般的に動きを弱めた。果物類は一部地区でイチゴを生産。冬季を迎え燃料等経費

負担抑制から生産規模を縮小する動きがみられ出荷量、金額ともに前年を下回った。花卉は道

内向け中心に出荷され、出荷数、金額ともに前年を上回った。 

・和牛は、三石地区で出荷頭数､金額ともに前年を下回った。一方、えりも地区では出荷頭数で横

ばいとなったが価格の低下から出荷金額が前年を下回った｡ 

〔建設業〕 

・12月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は、前年比件数、金額ともに小幅な増加となった。

一方、累計金額(4－12月)では前年同期の約5.2割の水準に留まる。建築確認申請件数は、前年

を上回った。一方、累計(4－12月)では前年同期を下回る弱めの動き。 

〔小売業〕 

・食料品は、コンビニで予約商品等の好調などから売上が前年を上回った一方、スーパーでは

歳暮等需要が落込み売上が前年を下回った。また、クリスマス、正月用食材のほか歳暮等需

要は地域間でバラツキがあった。衣料品は、顧客の町外大型店流出や買い控えなどもみられ

全般的に低調な動き。耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが地区内地デジ放送開始などか

らやや好調な動きとなった一方、一部地区では薄型テレビ需要が伸び悩み、また、暖冬など

の影響から暖房機器等の需要に不調もみられた。家具製品は、好調な動きがみられ売上が前

年を上回った。乗用車新車登録台数は、前年を下回った。その他生活雑貨等では前年比売上

減少が続く。 

〔雇用〕 

･12月の月間有効求人倍率は、前年比求人数の増加があったものの、求職者数が求人数の増

加を上回り0.03ポイントの低下となった。有効求人倍率は前年比14ヶ月連続で低下した。 

〔総括〕 

以上、12月の地区内経済概況は､漁業が前年比総漁獲量、漁獲高ともに減少。軽種馬生産業

は全体的に動きを弱めた。農業は一部で前年を上回る生産もあったが冬季を迎え全般的に動き

を弱めた。和牛出荷金額は前年を下回った。建設業は公共工事の縮減など厳しい状況が続く。

個人消費は一部で前年を上回る需要もみられたが全般的に動きが弱い。雇用面は、月間有効求

人倍率が前年比14ヶ月連続で低下した。 
 
12月の地区内経済概況は、建設業不振のほか、漁業水揚げ高が前年を下回り、

軽種馬生産業、農業では冬季を迎え動きが弱まるなど、全体的に低迷感の強い

状況が続く。 
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＊〔沿岸漁業〕なまこ､たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 3,860ｔ・金額 1,615百万円（前年同月比 2,691ｔ減・78百万円減）。 
 

 

底曳き網漁は、1,279ｔ・166百万円(前年同月比2,277ｔ減・123Ｍ減) 

かれい漁は、332ｔ・300百万円(同7ｔ減・13Ｍ増) 

たこ漁は、226ｔ・102百万円(同26ｔ減・46Ｍ減) 

つぶ漁は、132ｔ・114百万円(同122ｔ減・増減なし) 

ほっき漁は、49ｔ・19百万円(同33ｔ減・8Ｍ減) 

いか漁は、601ｔ・145百万円(同325ｔ増・69Ｍ増) 

たらすけそう漁は、802ｔ・163百万円(同565ｔ減・5Ｍ減) 

はたはた漁は、43ｔ・20百万円(同25ｔ増・14Ｍ増) 

かに漁は、118ｔ・272百万円（同49ｔ減・73Ｍ減） 

ほっけ漁は、28ｔ・7百万円（同14ｔ増・1Ｍ増） 

昆布出荷は、218ｔ・299百万円(同87ｔ増・120Ｍ増) 
 

・12月の水揚げは、前年比 いか漁、昆布等で増加したが、たこ漁、つぶ漁、たらすけそう漁、

かに漁等で減少したほか、底曳き網漁が大きく落込み、総漁獲量、漁獲高ともに前年を下

回った。魚価は､前年比かれい、つぶ、ほっき、たらすけそう、はたはた、かに、昆布等で

値を上げ、たこ、いか、ほっけ等で値を下げた。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は､年末年始用商品等出荷が最盛期を迎えた。原料昆布は、市場流通量が前年を

上回る動きとなったものの依然品薄感もみられ、市場平均価格が前年比やや高値で推移し

た。 

・鮮魚加工は､年末年始需要に向け秋鮭、いくら、たこ、たらこ、つぶ等加工が最盛期を迎

えた。秋鮭は、今年度の管内の累計漁獲量が前年同期を約1割下回るなど全体的に漁獲量

減少から品薄感がみられ高値の推移となった。 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・馬取引が停滞期に入り全体的に動きを弱めた。市場取引の不振に加え庭先では買手が少なく

売残り馬が目立つ。 

＊〔農 業〕 

 ・野菜類は、ハウス物の小松菜、ホウレンソウ等の葉物野菜のほか椎茸等を生産。冬季を迎え

生産は全般的に動きを弱めた。 

 ・果物類は、一部地区でイチゴを生産。冬季を迎え燃料等経費負担抑制から生産規模を縮小す

る動きがみられ、出荷量、金額ともに前年を下回った。 

 ・花卉は、道内向け中心に出荷され、出荷数、金額ともに前年を上回った。 

＊〔畜産業〕 

 ・和牛は、三石地区で、仔牛、飼育牛が出荷頭数、金額ともに前年を下回った。価格は、前年

比仔牛で12万円、飼育牛で10万円それぞれ値を下げた。えりも地区では、黒毛和牛10ヶ月

素牛取引価格は、前年比牡が38万円で12万円安、牝が36万円で6万円安とそれぞれ値を下

げ、牡は10ヶ月連続、牝は11ヶ月連続の低下となった。出荷金額は、出荷頭数で横ばいと

なったが価格の低下から前年を下回った。 

 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

 ・12月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は8件17百万円。前年比件数で2件、金額で6

百万円増加した。一方、累計金額(4－12月)では前年同期を1,445 百万円下回り約5.2割の

水準に留まる。 

・12月の国、道、町発注管内公共工事の総請負金額は864百万円で、前年比89百万円下回っ

た。また、累計(4－12月)では2,901百万円下回り前年同期比12％の減少。(北海道建設業信

用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・一部上位クラス業者でやや堅調な動きもみられるが、工事縮減などから全体的に厳しい状況

が続く。除雪請負は暖冬から1回の出動に終わった。 

＊〔建築業〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は8件で、前年を7件上回った。一方、累計では

前年同期を5件下回る弱めの動き。一部地区で累計件数が前年同期を上回るやや強めの動き

もみられたが、ハウスメーカーの参入があり地元業者では低調な動き。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数 当月8件（前年同月1件）、累計(4―12月)125件 (前年同期130件) 
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＊〔木 材〕原木は、国産アカマツ材需要にやや好調もみられたが、全般的に前年を下回る低調

な動き。チップ材は、前年比出荷減少が続いた地区で増加に転じたほか、一部地区では前年

を上回る受注が続き順調な出荷状況。価格は前年比高値で推移した。 

＊〔製 材〕建築資材等は、前年に比べ全体的に受注量が少なく低調な動き。一方、魚箱生産は、

一部地区で生産ピークが過ぎ動きを弱めた一方、管外からの底曳き網漁用の受注が引続き好

調な地区もあった。 

 
 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、本州産中心に入荷し、価格は長ネギ、ホウレンソウ、白菜、キャベツ等が安値、

ニンジン、大根、ピーマン等が例年並で推移した。果物類は、本州産中心にミカン、リンゴ、

梨、柿、ブドウ、イチゴ等が入荷し、価格はミカンが不作品薄から2～3割高値で推移した。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品は、コンビニで予約商品等が好調となったほか土木作業員等の客足にやや好調もみら

れ売上が前年を上回った一方、スーパーでは歳暮等需要が落込み売上が前年を下回った。ま

た、クリスマス、正月用食材のほか歳暮等需要は前年を上回る地区と下回る地区など地域間

でバラツキがあった。 

 ・衣料品は、一部地区でプレミアム商品券発売にあわせ実施したセール効果が限定的なものに

とどまったほか、顧客の町外大型店流出や買い控えなどもみられ、全般的に低調な動き。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが地区内地デジ放送開始などからやや好調な動きとな

った一方、一部地区では薄型テレビ需要が伸び悩み、また、暖冬などの影響から暖房機器等

の需要が落込むなど不調もみられた。家具製品は、大口購買者のほか入進学用品等に好調な

動きがみられ売上が前年を上回った。乗用車新車登録台数は73台で、前年を17台下回った。

その他生活雑貨等では前年比売上減少が続く。 

 ・飲食業は、一部でやや好調もみられたが、忘年会等の客足は前年を下回る低調な動き。 
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（注）調
管内の倒産〕 

2月の当金庫管内(新冠町～えりも町)倒産発生件数はゼロ。(前年も倒産発生はゼロ)

方、累計(1－12月)では前年同期比件数、負債額ともに上回る。 

2月の苫小牧管内の倒産は、2件の負債額4億1千万円。前年比件数で1件、負債額で7千

円減少した。一方、累計(1－12月)では前年同期比件数で下回り、負債額で上回る。 

道内の倒産〕 

2月の北海道の倒産は､74件の負債額307億8千万円。前年比件数で39件増加し、負債額

34億7千万円減少した。 

全国の倒産〕 

2月の全国の倒産は､1,362件の負債額6326億7千万円。前年比件数で265件、負債額で

913億6千万円増加した。倒産件数は、7ヵ月連続で前年を上回り、12月としては平成

4年以来6年ぶりに1,300件を上回った。負債額は、4ヵ月連続で前年を上回った。この

か上場企業倒産は3件発生し、累計で戦後最多となる33件に達した。 

用〕 

月の月間有効求人倍率は、前年比求人数の増加があったものの、求職者数が求人数の増

を上回り0.03ポイントの低下となった。有効求人倍率は前年比14ヶ月連続で低下した。 

倒産・雇用状況 

その他 

生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

／ 6  第42回 ステイヤーズステークス                  （ＧⅡ） 

     エアジパング号    (新ひだか町静内 藤原牧場殿生産) 

／ 6  第61回 鳴尾記念                         （ＧⅢ） 

     サクラメガワンダー号 (新ひだか町静内 新和牧場殿生産) 

／13  第44回 中日新聞杯                             （ＧⅢ） 

     ヤマニンキングリー号 (新冠町 錦岡牧場殿生産) 

／20  第46回 愛知杯                               （ＧⅢ） 

     セラフィックロンプ号 (新冠町 守矢牧場殿生産) 

／21  第60回 朝日フューチュリティステークス                   （ＧⅠ） 

     セイウンワンダー号  (新ひだか町三石 筒井征文牧場殿生産) 

／21  第 3回 阪神カップ                             （ＧⅡ） 

     マルカフェニックス号 (浦河町 日の出牧場殿生産) 

／27  第131回 中山大障害                            （J・ＧⅠ） 

     キングジョイ号    (新冠町 川上牧場殿生産) 

査区域：浦河地区、新ひだか町静内･新冠地区、新ひだか町三石地区、様似地区､えりも地区、広尾地区

５ 



 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成20年12月現在)                     (単位：人) 

人         口 世         帯 
町 村 別 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,820 -128 -4 2,634 -28 6

日 高 町 14,184 -84 15 6,690 56 2

新 冠 町 5,897 -96 1 2,582 -23 -9

新 ひ だ か 町 26,310 -400 -7 12,305 -18 -5

浦 河 町 14,612 -343 -13 7,065 -29 4

様 似 町 5,411 -136 4 2,329 -19 -1

え り も 町 5,687 -63 -1 2,227 26 7

広 尾 町 8,233 -88 0 3,475 22 10

大 樹 町 6,206 -162 -10 2,627 -33 -7

日高･十勝地区合計 92,360 -1,500 -15 41,934 -46 7

札 幌 市 1,899,664 3,782 248 879,709 11,368 235

江 別 市 122,946 -725 21 52,944 311 19

石 狩 市 61,351 -122 10 25,865 303 8

北 広 島 市 60,961 -139 -13 25,506 240 -1

恵 庭 市 68,769 167 61 29,750 436 4

千 歳 市 93,123 216 35 43,647 418 -29

石狩地区合計 2,306,814 3,179 362 1,057,421 13,076 236

苫 小 牧 市 173,968 -40 17 80,780 1,026 5

厚 真 町 4,932 -80 -5 2,012 -2 3

む か わ 町 9,977 -229 -2 4,501 -62 -7

胆振地区合計 188,877 -349 10 87,293 962 1

営業区域合計 2,588,051 1,330 357 1,186,648 13,992 244

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成20年12月)                          （単位：人、％） 

前年同月比 前 月 比 
 浦河職安 全 道

浦 河 全 道 浦 河 全 道

月 間 有 効 求 人 数 590 40,960 3.87 -11.94 -5.75 -6.84 

月間有効求職者数 803 99,497 6.78 5.65 -3.72 -3.55 

月間有効求人倍率 0.73 0.41 -0.03 -0.08 -0.02 -0.02 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成20年12月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 8 7 2 

(新ひだか町～広尾町) 20/4～20/12 累計 125 -5 

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成20年12月)                       （単位：千万円、件） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地 区

苫小牧管内 2 41 -1 -7 

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 

建設業2件 苫小牧市2件 

北 海 道 74 3,078 39 -347   

全   国 1,362 63,267 265 19,136   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 

６ 



 

５ 浦河町・新ひだか町静内 金融機関預金･貸出金残高(平成20年12月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

119,807 -2.81 -0.49 69,326 -1.92 1.05 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町静内 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 20年12月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 614 -9.04 55.05 

交換金額 1,220 13.38 45.41 

不渡り手形枚数 2 100.00 -80.00 

不渡り手形金額 1 -66.67 -50.00 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数 

                                   （単位：台） 

20年12月の 登 録 20／1月～20／12月迄の累計 
町 名 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 10 0 0 182 -8 

新ひだか町 30 -10 -2 607 -43 

浦 河 町 12 -16 -10 376 -12 

様 似 町 11 5 2 140 17 

え り も 町 10 4 1 124 -12 

合 計 73 -17 -9 1,429 -58 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  12月中の気象状況                           (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間

浦   河 2.1 88.5 89.1 1.9 156.1 79.2

広   尾 1.3 57.0 113.1 2.6 75.8 76.4

平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成20年12月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 - - - - - - 

新ひだか町三石 31,781 0.90 15,683 -9.90 47,464 -2.94

浦 河 町 64,627 -2.41 31,494 -4.14 96,121 -2.99

様 似 町 27,702 -3.31 13,521 0.75 41,223 -2.01

え り も 町 27,570 0.37 13,955 2.15 41,525 0.96

広 尾 町 38,148 -1.35 15,361 -3.86 53,509 -2.09

＊ 広尾町は20年11月分                             (資料出所：各町) 
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～平成 20 年の新ひだか町～広尾町の年間漁獲高～ 
 

 

● 各魚組の水揚げ状況を基に当金庫が独自に集計した平成20年の新ひだか町～広尾町の 

  年間漁獲高は、金額が221億円で前年比15億円増加、数量が607百トンで前年比21百トン 

  減少しています。平成17年以降の集計では、数量が平成18年に増加した後、19年、20年と 

  連続で前年比減少しているのに対し、金額は年次増加を示し、平均魚価の上昇がみてとれ 

  ます。 
                                                              単位：億円、百トン 

新ひだか町～広尾町 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 19年/20年対比 

漁獲金額 174 199 206 221 15 

漁獲数量 540 775 628 607 △21 

 

● 地区別にみると、金額は前年比えりも地区で横ばいとなった以外全地区で増加しています。 

  一方、数量では前年比静内、三石、様似地区が増加し、漁獲規模が上位を占める浦河、えりも、 

  広尾地区で減少しています。 
                                                                                         単位：億円、百トン 

 静内地区 三石地区 浦河地区 様似地区 えりも地区 静内～えりも小計 広尾地区 静内～広尾小計

漁獲金額 12 10 41 26 83 173 33 206平成

19年 漁獲数量 30 25 250 60 140 505 123 628

漁獲金額 13 11 46 30 83 184 37 221平成

20年 漁獲数量 34 28 243 64 127 495 112 607

漁獲金額 1 1 5 4 0 11 4 15
対比 

漁獲数量 4 3 △7 4 △13 △10 △11 △21

 

● 魚種別では、前年比いか漁、たらすけそう漁が金額、数量ともに増加、たこ漁、さんま漁、昆布が 

  金額、数量ともに減少、さけます流網漁、かれい漁が金額で横ばい、数量で増加、底曳網漁、定置 

  網漁（鮭）、つぶ漁が金額で増加、数量で減少しています。 

  定置網漁（鮭）は、前年比数量の減少幅が最も大きかった一方、秋鮭の全道的不漁による魚価高 

 から、金額では最も大きな増加幅となっています。 
                                                                                         単位：億円、百トン 

新ひだか町～広尾町 底曳網漁 
さけます

流網漁 
定置網漁 かれい漁 たこ漁 つぶ漁 いか漁

たらすけ

そう漁 
さんま漁 昆布 

漁獲金額 18 4 55 6 19 15 8 7 3 45平成19

年 漁獲数量 199 9 153 10 35 29 43 44 35 35

漁獲金額 21 4 66 6 18 17 11 8 2 43平成20

年 漁獲数量 187 10 140 11 33 26 60 51 31 31

漁獲金額 3 0 11 0 △1 2 3 1 △1 △2
対比 

漁獲数量 △12 1 △13 1 △2 △3 17 7 △4 △4
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※ ｢原材料価格高騰対応等緊急保証制度｣を取扱いしています。 

 本制度は、「安心実現のための緊急総合対策（政府与党決定）」で決定した新しい保証制度です。 

原油・原材料価格や仕入価格の高騰、景況悪化の影響を強く受けている中小企業者を対象に、融資

を受ける際に信用保証協会が保証するものです。 

 本制度の利用は、下記の「保証対象者」のいずれかに該当する中小企業者が対象となります。対象

業種が拡大されており、信用保証協会の保証限度額は通常枠の別枠で保証が可能です。 
 
   保証対象者 ～ ・ 対象業種に属する事業を行っており、最近3か月間の平均売上高等が前年同期比マイ 

               ナス 3％以上の中小企業者。 

              ・ 対象業種に属する事業を行っており、製品等原価のうち20％以上を占める原油等の仕 

               入価格が 20％上昇しているにもかかわらず、製品等価格に転嫁できていない中小企業者。 

              ・ 対象業種に属する事業を行っており、最近3 か月間（算出困難な場合は直近決算期） 

               の売上総利益率又は平均営業利益率が前年同期比マイナス 3％以上の中小企業者。 

   保証限度額 ～ ・普通保証   2 億円以内 

              ・無担保保証 8,000 万円以内 

                うち無担保無保証人保証 1,250 万円以内 

   保証料率 ～ ・普通保証  0.80％ 

              ・無担保保証  0.80％ 

              ・無担保無保証人保証  0.60％ 

   保証期間 ～ ・10 年以内（据置期間1 年以内） 
 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

 

※ 「医療保険」、「ガン保険」を取扱いしています。 

 お客さまにあったプランをお選びいただけます。 
 
   医療保険 ： 取扱い商品名～・健康のお守り  （損保ジャパンひまわり生命保険㈱） 

                      ・EVER セレクトプラン  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

   ガン保険 ： 取扱い商品名～・ｆ （フォルテ）  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

                      ・がん治療支援保険  （東京海上日動あんしん生命保険㈱） 
 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

 

※  当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
 

 全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利

用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー

での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
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ATM 本   店 〒057-

ATM 堺町支店 〒057-

ATM 静内支店 〒056-

ATM 山手支店 〒056-

ATM 三石支店 〒059-

ATM 様似支店 〒058-

ATM 大通支店 〒058-

ATM えりも支店 〒058-

ATM 広尾支店 〒089-

            札幌支店 〒060-

 

ATM営

 

土曜日ATM稼動店：

土

日曜･祝日ATM稼動

日曜

 

浦河役場内ATM 浦

店

浦河赤十字病院内A

店

パセオ堺町店内AT

店外ATM営業時間

マックスバリュー静内

店外ATM営業時間

歌笛出張所ATM 日

店外ATM営業時間

 

 

 

 

 

〒

 

ひだかしんきん営業のご案内 

0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

0024 日高郡新ひだか町静内山手町4丁目6の13  ☎（0146）42-5611 

3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

0026 様似郡様似町本町2丁目129の1      ☎（0146）36-3325 

0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

0004 札幌市中央区   ☎（011）200-7070 

業時間 平日8：45～18：00 山手9：00～15：00

本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･大通支店・えりも支店･広尾支店 

曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

店：本店･静内支店 

･祝日ATM営業時間 9：00～17：00

店外ATM 

河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

TM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～18：00

M 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00

店ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

 平日10：00～19：00 土曜･日曜・祝日9：00～19：00

高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 
 

経営統轄本
057-0013 浦河郡

電話 (014

FAX (014

URL http://w
北4条西5丁目1―4   

三井生命札幌共同ビル4階
部調査課 
浦河町大通2丁目31の2   

6)22-4116 

6)22-0994 

ww.shinkin.co.jp/hidaka/ 


